申込書記載上の注意

１　申込書は、ペン又はボールペンで記入してください。

２　申込者は、原則として世帯主とします。

３　過去１年間の収入を証するものとして、市町村の発行する所得証明書及び納税証明書を添付してください。

　なお、１月から５月の間に申込みをされる方は、前年分の源泉徴収票又は確定申告書の写し及び納税証明書を添付してください。

４　入居される方全員について収入を証する書類（上記３の書類）を添付してください。

　（未成年で未就労の方は除きます。）

５　就職後１年未満の方又は年の途中で勤務先を変更した方は、就職した日から申込み

の日までの月収を記載した勤務先の「給与支払証明書」を添付してください。

６　申込みの日において無職である方は、それを証するものとして退職証明書、雇用保険被保険者離職票の写しを添付してください。

７　婚約者は、市役所に備え付けの「婚約証明書」を添付してください。

８　申込書には入居しようとする方全員の住民票を添付してください。別居の扶養親族がある場合は、その方の住民票も添付してください。

９　申込者が障害者である場合又は同居親族もしくは扶養親族に障害者がいる場合は、それを証するものとして、障害者手帳の写し等を添付してください。

10　住宅困窮の状況の欄には次によるほか具体的に記入してください。

　・住宅以外の建物に居住している。

　・保安上危険若しくは衛生上有害な状態にある住宅に居住している。

　・他の世帯と同居しているため著しく生活上不便がある。

　・住宅がないため親族と同居できない。

　・風教上不適当な住宅に居住している。

　・自己の責によらない正当な理由により立退きを要求されている。

　・勤務場所から著しく遠隔の地に居住している。

　・収入に比して著しく過大な家賃を支払っている。

　・上記以外の場合は、困窮状況を適宜記入すること。

11　連帯保証人の欄に予定されている連帯保証人の氏名等を記入してください。

（県内に居住し、かつ入居決定者と同程度以上の収入を有する者。ただし、連帯保証

人のうち１名は市内に居住する者でなければならない。）

